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町内会を主体とした地域活動事例 
 

 

 

1.「高齢者買い物サービス事業」       石狩市 花川ニュータウン町内会 

 

 

2.「ふれあい交流会～シルバーサロン」           清里町 羽衣町南自治会 

 

 

3.「高齢者と子どものふれあいサロン」         恵庭市 黄金町南町内会 
 

 

4.「地域交流の場 ラーメン工房」               七飯町 青葉台町内会 
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6.「地域通貨を導入して～お助けネットワーク事業」留萌市 泉町親睦会 

 

 

7.「指定管理者として、コミュニティセンターを存続」 
                                夕張市 南部連絡協議会 
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●事例 「高齢者買い物サービス事業」 
                    石狩市花川ニュータウン町内会 

 ●実施日  １１月～４月まで毎月１回、５月～１０月まで２ヶ月に１回 

 ●対象者  身体が不自由な方や高齢で買い物が困難な方 

自家用車がないなど買い物が不便な方など 

 ●実施要領 行き～町内会集会所出発  帰り～各世帯着（※冬は自宅まで送迎） 

 ●事業の目的   

当町内会は、バスなどの公共交通機関がないため、高齢者等の買い物支援をする。 

 

石狩市花川ニータウン町内会（122 世帯）は、平成１５・１６年度の本運動の実践地

区として、「高齢者買い物サービス」を平成１５年１１月から実施しています。 

 買い物サービスの利用は、身体が不自由で体調がすぐれない方、高齢で買い物が困難な

方、自家用車がない方、担当部長が必要と認めた方等、いずれかの条件に該当する方を対

象としています。 

 買い物サービスは、町内会の方々に自家用車を提供してもらい、生活福祉部と女性部が

付き添い、生活必需品がそろう大型店に買い物に行きます。夏は集会所に集合してもらい、

帰りは自宅まで送ります。しかし、冬は雪で足元が危ないので、自宅まで送迎します。毎

年、年末の買い物サービスがとても好評です。参加者からは「ありがたいです。みんなと

一緒におしゃべりしながらの買い物はとっても楽しいです。」と、明るい声が返ってきま

した。 買い物サービスは、平成１５年度に５回、１６年度には９回実施しました。「迷

惑をかけるから・・」と遠慮される方がいますが、いつかは参加していただけると思い、

サービスを継続していく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲買い物の様子 

▲町内会員あての「買い物サービス」のご案内 
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●事例 「ふれあい交流会～シルバーサロン」 
                       清里町 羽衣町南自治会 

●実施日    毎月第２土曜日 

●対象者    自治会在住の７５歳以上高齢者４７名 

●開催場所  羽衣町南会館  

●事業の目的 

  「声かけ」・「助けあい」・「共に楽しむ」をモットーに月に一度会館に集り、交流を図

る。 

 

●１年間の活動内容（平成１５年度） 

実施日 
シルバー 

参加者数 

ボランティア 

参加者数 
内容 昼食メニュー 

5 月 31 日(土） 16 名 6 名 健康相談・ビデオ鑑賞 豚汁 

6 月 14 日(土） 18 名 6 名 健康体操 パン 

7 月 12 日(土） 15 名 8 名 健康体操・ビデオ鑑賞 混ぜご飯 

8 月 9 日(土） 13 名 8 名 健康相談 冷麦 

9 月 13 日(土） 13 名 6 名 健康体操・ビデオ鑑賞 カレーライス 

9 月 23 日(土） 15 名 4 名 日帰り旅行 ― 

10 月 12 日(土） 13 名 7 名 健康体操 焼きそば 

11 月 8 日(土） 17 名 8 名 健康体操・ビデオ鑑賞 石狩鍋 

12 月 13 日(土） 17 名 8 名 健康体操 手作りカステラ 

1 月 10 日(土） 21 名 8 名 健康体操・ビデオ鑑賞 親子丼 

2 月 14 日(土） 15 名 9 名 健康相談 うどん 

3 月 13 日(土） 21 名 8 名 健康体操・ビデオ鑑賞 ちらし寿司 
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●事例 「高齢者と子どものふれあいサロン」 
                        恵庭市黄金町南町内会 

 ●実施日  毎月第 2 土曜日中心 

 ●対象者  ７５歳以上（ひとり暮らしは７０歳以上）の高齢者７５名 

 ●開催場所 町内会会館 

 ●事業の目的 

  年間を通して高齢者と子どもの交流活動を展開し、“地域の子どもは地域で育てる”

を目標に、高齢者の豊かな生活経験と子ども達のみずみずしい感性との交流を図る。 

 

恵庭市黄金南町内会（３７０世帯）は、平成１４・１５年度の２年間、ひとりの不幸も

みのがさない住みよいまちづくり全道運動の実践地区として、「高齢者と子どものふれあ

いサロン」を新設しました。サロンは、“地域の子どもは地域で育てる”を目標に、高齢

者の豊かな生活経験と子ども達のみずみずしい感性との交流を図る場として、昨年５月か

ら毎月第２土曜日に町内会館を会場に開設しています。その活動の中から、高齢者と子ど

も達約２０名の参加のもとに行われた初回の様子をご紹介します。５月は“こどもの日”

の月ということから、みんなでかぶとを作りました。最初は折紙で折り方を確かめ、次に

新聞紙を使って、自分の被るかぶとと刀を折り、子ども達といっしょにお年寄りも童心に

返った一日となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
▲５月の「折り紙遊びとチャンバラ大会」の様子

 

●１年間の活動内容（平成１４年度） 

開催月 内    容 

5 月 「子どもの日」を祝って高齢者から子ども宅に手紙を届けた・「折り紙遊びとチャンバラ大会」

６月 昔の子ども遊び（剣玉・竹割り・パッチ・あやとり・お手玉） 

７月 風車づくり（小さい子どもは紙、大きい子どもはペットボトルを使って） 

８月 花瓶づくり（ペットボトルの活用方法を考える） 

９月 「敬老の日」を祝って子どもたちから高齢者宅へ手紙を届けた 

10 月 収穫の秋 昔の代用食 イモ・南瓜・とうきび等の会食 

1２月 「子どもクリスマス楽しみ会」へ参加、プレゼントを贈った 

２月 昔のお正月の暮らし（かるた遊び） 

３月 可愛い人形づくりとかるた大会（かるた遊びのアンコールに答えた） 
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起
業
の

 

後

起
業
の

常連のお客さんと談笑する小梅さん（右から２人目）。この日のメニューはちょっと珍しくカレーライス。 

いつもの定食メニューの日は、もっとたくさんのお皿がテーブルに並ぶのだそう……
酒
屋
の
店
内
に
あ
る
食
堂 

民
謡
《
江
差
追
分
》
で
知
ら
れ
る
道
南
の
江
差

町
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
北
前
船
の
寄
港
地
と

し
て
栄
え
た
港
町
だ
。
一
帯
は
か
つ
て
の
鰊
の
好

漁
場
で
も
あ
り
「
江
差
の
春
は
江
戸
に
も
な
い
」

と
謳
わ
れ
た
繁
栄
ぶ
り
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

現
在
の
江
差
町
は
、
人
口
が
１
万
人
を
わ
ず
か
に

下
回
る
規
模
の
地
方
都
市
だ
。 

海
岸
沿
い
に
細
長
く
延
び
る
江
差
市
街
地
の
、

北
の
は
ず
れ
に
、
愛
宕
町
が
あ
る
。
市
街
中
心
部

か
ら
は
や
や
離
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
独
立

し
た
街
並
み
を
つ
く
り
、
国
道
か
ら
１
本
山
側
に

入
っ
た
通
り
は
今
も
、
昔
な
が
ら
の
商
店
街
の
姿

を
見
せ
て
い
る
。 

水
曜
日
の
お
昼
ど
き
。
そ
の
愛
宕
町
の
商
店
街

に
、ひ
と
き
わ
人
の
出
入
り
の
多
い
店
が
あ
っ
た
。

《
リ
カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
こ
う
め
》
の
看
板
を
掲
げ
る

そ
の
店
は
一
見
、
ご
く
普
通
の
酒
屋
さ
ん
だ
。
し

か
し
よ
く
見
る
と
店
の
前
に
は
も
う
ひ
と
つ
、
小

さ
な
看
板
が
…
…
。
《
か
あ
ち
ゃ
ん
食
堂
た
ま
り

ば
》。
こ
れ
が
酒
屋
の
奥
さ
ん
、
小
梅
洋
子
さ
ん
が

始
め
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
食
堂
だ 

必
要
な
の
は
、
地
域
の
交
流
の
場 

そ
ん
な
街
の
賑
わ
い
も
、
今
は
昔
の
こ
と
。
若

い
人
が
す
っ
か
り
減
っ
て
、
街
で
は
高
齢
化
が
進

む
一
方
だ
。
古
く
か
ら
の
顔
見
知
り
に
も
独
居
し

た
り
病
気
持
ち
の
人
が
多
く
、
気
掛
か
り
だ
。 

早
朝
、
深
夜
に
働
く
人
に
合
わ
せ
て
店
は
朝
の

６
時
か
ら
夜
の
11
時
く
ら
い
ま
で
開
け
て
い
た
。 

小
梅
さ
ん
は
夫
と
と
も
に
、
１
９
６
４
年
か
ら

こ
の
地
で
酒
屋
を
営
ん
で
き
た
。
そ
の
こ
ろ
、
昭

和
40
年
代
の
街
は
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
当
時

の
酒
屋
は
ど
こ
で
も「
も
っ
き
り
」と
呼
ば
れ
る
、

店
頭
で
の
酒
の
立
ち
飲
み
を
や
っ
て
繁
盛
し
て
い

た
。
小
梅
さ
ん
は
そ
ん
な
時
代
を
懐
か
し
く
思
い

出
す
。 

「
工
場
や
港
で
働
く
人
、
漁
師
さ
ん
、
い
ろ
ん

な
人
で
賑
わ
っ
て
た
ん
で
す
よ
。
今
の
よ
う
に
車

の
な
い
時
代
だ
か
ら
、
勤
め
人
も
バ
ス
を
待
つ
あ

い
だ
に
１
杯
飲
み
に
来
た
り
し
て
…
…
」。 

「
あ
の
こ
ろ
は
み
ん
な
、
よ
く
長
い
こ
と
働
い

た
ね
え
」。 

「
高
齢
化
社
会
と
い
う
け
れ
ど
、
本
当
に
社
会

は
高
齢
者
に
優
し
い
の
か
？
」。そ
ん
な
疑
問
を
小 

 
ベ
ー
ス 

高
齢
化
の
進
む
街
を
見
て
、
お
年
寄
り
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
社
交
の
場
が
あ
っ
た
ら
い
い
の
に
…
…
と
考
え
た
の

が
こ
と
の
発
端
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
食
堂
は
、
地
域
の
人
の
集
ま
る
場
と
し
て
定
着
し
て
き
た
。

地
域
の
交
流
の
場
と
し
て
の
食
堂
営
業 

立        
10
独

か
あ
ち
ゃ
ん
食
堂
た
ま
り
ば 

 

小
梅
洋
子
さ
ん 

 

お
も
な
事
業
内
容 

他

期
パ
タ
ー
ン

18

独

 

専門
定年

立

定年
早

早期
主

主婦
その

婦

その他
身近な
新分野
独立開業
 定年退職後に起業
 早期退職後に起業
 主婦から起業
 左記以外のケース
●起業のパターン



 

 

小梅洋子さんの 

これまでの歩み 

 
 

●1942 年室蘭市生まれ ●戦

時中の疎開で上ノ国町に来て、

のちに江差町へ ●1964 年か

ら夫とともに酒店を経営 ●

2005年9月《かあちゃん食堂た

まりば》を開店 

 

 

小梅洋子さんへの 

Ｑ＆Ａ 
 
Q営業回数を増やす考えは？ 
A. ボランティアの多くは自分
の商売をもっている人です。無
理なく続けるには、今の週1回
がちょうどいいと考えていま
す。 
 
Q. 商売に大事なことは？ 
A. 《たまりば》ができたのは
仲間のおかげ。私ひとりではで
きませんでした。同じ方向を向
く人が5人いれば、できるでし
ょう。あと、お金の計算は大事
です。儲けはわずかでも、赤字
は出さないこと。赤字では続け
られませんから。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
かあちゃん食堂たまりば 
 
〒043-0031 
檜山郡江差町愛宕町205  
tel 01395-2-0068 

 
外
見
は
ま
っ
た
く
普
通
の
酒
屋

さ
ん
。
食
堂
の
営
業
日
以
外
は
サ

ロ
ン
と
し
て
席
を
開
放
す
る 

毎
回
の
営
業
日
ご
と
に
日

誌
を
付
け
て
い
る
。
メ
ニ
ュ

ー
の
内
容
、
好
評
だ
っ
た
料

理
な
ど
を
記
す 

営
業
は
週
１
回
、
定
食
３
０
０
円 

し
か
し
、
い
く
ら
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
こ

と
が
心
配
と
は
い
っ
て
も
、
他
人
の
家
に
上
が
り

込
む
わ
け
に
は
い
か
な
い
。 

行
動
を
起
こ
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
２

０
０
５
年
２
月
に
江
差
町
で
、
女
性
を
対
象
に
し

た
起
業
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
小
梅
さ
ん
は
会
場
で
「
地

域
の
交
流
の
場
と
な
る
事
業
を
や
る
」
こ
と
を
宣

言
す
る
。 

自
ら
掲
げ
た
目
標
に
沿
っ
て
、
食
堂
の
開
業
を

決
断
し
た
の
は
、
セ
ミ
ナ
ー
の
翌
月
の
こ
と
だ
っ

た
。
酒
店
の
棚
の
一
部
を
取
り
除
い
て
、
10
数
人

が
座
れ
る
テ
ー
ブ
ル
を
置
き
、
店
の
事
務
所
を
改

装
し
て
厨
房
に
。
保
健
所
へ
の
手
続
き
も
済
ま
せ

て
９
月
に
は
開
業
に
漕
ぎ
着
け
た
。
店
名
の
《
か

あ
ち
ゃ
ん
食
堂
た
ま
り
ば
》
は
、
２
月
に
セ
ミ
ナ

ー
を
受
講
し
た
際
、事
業
計
画
書
を
書
き
な
が
ら
、

そ
の
場
で
付
け
た
名
前
だ
っ
た
。 

梅
さ
ん
は
ず
っ
と
持
ち
続
け
て
き
た
。 

「
ど
こ
か
に
地
域
の
住
民
の
交
流
・
社
交
の
場

が
あ
れ
ば
い
い
の
に
…
…
」
と
考
え
た
。 

《
た
ま
り
ば
》
の
営
業
は
週
に
１
度
、
水
曜
日

の
昼
食
時
の
み
と
決
め
て
い
る
。
メ
ニ
ュ
ー
は
定

食
１
種
類
だ
け
で
、値
段
は
い
つ
も
３
０
０
円
だ
。

近
隣
の
奥
さ
ん
た
ち
10
人
ほ
ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
協
力
し
て
く
れ
、
毎
回
４
～
５
人
が
店

を
切
り
盛
り
す
る
。
厨
房
で
料
理
談
義
に
花
を
咲

か
せ
、
楽
し
み
な
が
ら
作
っ
て
い
る
。 

３
０
０
円
と
い
う
安
さ
で
は
あ
る
が
、
地
域
の

お
ま
つ
り
や
イ
ベ
ン
ト
で
、
の
り
巻
き
な
ど
を
売

る
機
会
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
何
と
か

黒
字
に
な
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
は
無
給

だ
が
、
と
き
ど
き
店
で
「
新
年
会
」
や
「
試
食
会
」

と
い
う
名
目
の
“
宴
会
”
を
催
し
て
、
楽
し
ん
で

も
ら
っ
て
い
る
そ
う
だ
。 

食
材
は
小
梅
さ
ん
の
畑
で
獲
れ
た
野
菜
や
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
の
魚
屋
さ
ん
が
提
供
す
る
も
の

も
使
う
の
で
、
安
く
あ
げ
ら
れ
る
。
今
ま
で
に
出

し
た
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
タ
ラ
の
三
平
汁
、
コ
ロ
ッ

ケ
、
肉
じ
ゃ
が
、
カ
レ
ー
、
け
ん
ち
ん
汁
…
…
な

ど
と
お
い
し
そ
う
な
家
庭
料
理
が
並
ぶ
。 

１
回
の
営
業
が
終
わ
る
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲

間
で
次
の
週
の
メ
ニ
ュ
ー
を
相
談
し
て
決
め
る
。

も
っ
と
も
、
当
日
近
く
に
い
い
食
材
が
手
に
入
っ

た
り
し
て
、
急
遽
メ
ニ
ュ
ー
を
変
更
と
い
う
こ
と

も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
ら
し
い
が
…
…
。 

文
字
ど
お
り
の
「
た
ま
り
ば
」
に 

「
そ
う
い
う
人
に
こ
そ
、う
ち
に
来
て
ほ
し
い
」

と
小
梅
さ
ん
。 

開
業
か
ら
お
よ
そ
１
年
半
を
経
て
、
店
は
文
字

ど
お
り
地
域
の
『
た
ま
り
ば
』
と
し
て
定
着
し
て

き
た
。
食
事
を
終
え
、「
じ
ゃ
あ
ま
た
来
週
！
」
と

帰
っ
て
い
く
お
客
さ
ん
を
見
送
り
な
が
ら
小
梅
さ

ん
は
、
や
り
甲
斐
を
実
感
し
て
い
る
。 

水
曜
日
１
日
に
、
お
昼
を
食
べ
に
来
る
お
客
さ

ん
は
30
～
40
人
。
ほ
と
ん
ど
が
顔
馴
染
み
だ
。

主
婦
や
近
隣
の
お
年
寄
り
が
多
い
が
、
役
場
に
勤

め
る
ス
ー
ツ
姿
の
男
性
グ
ル
ー
プ
も
い
て
、
客
層

は
な
か
な
か
幅
広
い
。何
も
宣
伝
し
て
い
な
い
が
、

口
コ
ミ
で
店
の
こ
と
が
広
が
り
、
お
客
さ
ん
は
じ

わ
じ
わ
と
増
え
て
き
た
と
い
う
。 

周
囲
の
人
に
心
配
か
け
な
い
よ
う
、
週
に
１
回

こ
こ
に
来
て
元
気
で
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
と
い

う
高
齢
の
女
性
が
い
る
。
家
に
い
た
ら
ゴ
ロ
ゴ
ロ

し
て
い
る
け
れ
ど
、
出
掛
け
る
と
き
は
ち
ょ
っ
と

身
な
り
も
整
え
る
か
ら
、
ハ
リ
が
出
る
。 

リ
ハ
ビ
リ
中
で
体
に
不
自
由
が
あ
り
、
よ
く
食

べ
物
を
こ
ぼ
し
て
し
ま
う
人
が
い
る
。
ほ
か
の
店

に
は
行
き
づ
ら
い
け
れ
ど
、こ
こ
な
ら
安
心
だ
と
。 
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11
専門
 身近な
 新分野
食堂の営業日には４～５人のボランティアが厨房に入る。

家でごはん作るより楽しいね、という人も……。 

余談だが小梅さんは、《江差追分》のコンクールで上位入

賞常連の名手でもある 
専門キャリアを活用
 身近なニーズに着目
 新分野にチャレンジ
●起業のベース



●事例 「地域通貨を導入して～お助けネットワーク事業」 
                          留萌市泉町親睦会 

  留萌市泉町親睦会（98 世帯）は、平成１７年度本運動の実践地区として、地域通貨を導入し

たふれあい・助け合い事業「お助けネットワーク」を平成１７年５月にスタートしました。 

 「お助けネットワーク」は、日常生活で「できること」あるいは「してほしいこと」を地域通貨

を使って交換しあう事業で、「住民のふれあい・連携・助け合い」を目的とし、この仕組みをわか

りやすく伝えるため、事業名を「お助けネットワーク」と名付けました。 

 地域通貨の名称は「るる」。地域通貨には紙幣やチップなどの方式がありますが、サービスの流

れを把握できる通帳方式を採用しました。 

 地域通貨の交換ポイントは３０分間の活動で５０るる、１時間で１００るる、サービスを求める

人、提供する人がそれぞれ通帳に記帳します。また、町内会活動に参加した場合もポイントが与え

られる仕組みです。 

 活動をはじめるにあたり、正副会長、各部長らで構成するプロジェクトチームを立ち上げ、町内

会員を対象にアンケート調査を実施したところ、除雪、ガーデニング、釣り、ハイキングの同行、

刃物とぎなど「できること」と「してほしいこと」が双方の希望に合致することがわかりました。 

 その後、町内会員の「できること」と「してほしいこと」を登録制とし、正副会長、各部長がコ

ーディネート役となり、サービス交換メニュー（一覧表）をもとに希望に合致した会員と会員を結

びつけていきました。 

 平成１７年度の利用件数は４０６件。サービス内容は、除雪、冬囲い、包丁研ぎ、しめ縄作り、

花畑や盆栽の剪定、買物支援、イベント手伝いなどでした。 サービスの利用者からは、「このよ

うな助け合いの仕組み、隣の町内会にも広がって欲しい。」との声。本事業は市のモデル町内会と

しての試みでもあり、他の町内会への広がりに期待が寄せられています。

 

▲地域通貨「るる」交換通帳 
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●事例 「指定管理者として、コミュニティセンターを存続」 
                        夕張市 南部連絡協議会 

●夕張市南部連絡協議会（5 単位町内会・約 150 世帯） 

  地域内の単位町内会の連絡調整を目的とする組織である。 

●ゼロ円指定管理者 

  委託料０円で、指定管理者となり、「南部コミュニティセンター」を運営・管理している。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

夕張市では、市の財政破綻に伴い、市役所の出先機関であった５ヶ所の支所が閉鎖となり、現

在、支所に代わる地区の拠点づくりに向けて、各関係機関・団体等で動き出しています。 

そんな状況の中、市内の方々が町内会の会合や葬儀の会場として利用していたコミュニティセ

ンターや研修センター、地区会館等の公共施設の運営が財政上困難となり、廃止が余儀なくされ

ることとなりました。 

夕張市南部連絡協議会（5 単位町内会・約 150 世帯）では、長年「南部コミュニティセンタ

ー」を集会施設として利用してきました。センターの突然の廃止を告げられ、あきらめかけた時、

市の「指定管理者」になることで、コミュニティセンターを存続できることを知り、町内会の皆

で「指定管理者」になることを決定しました。 

市からの委託料は０円、夕張市南部連絡協議会は「ゼロ円指定管理者」として、「南部コミュニ

ティセンター」を管理・運営することとなりました。 

管理・運営費は、センター使用料で何とか賄えるそうです。 

「南部コミュニティセンター」は、地域の方々の大切な集会施設として、ふれあいサロンの開

設のほか葬儀の会場としても大きな役割を果たしています。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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                有限責任中間法人 北海道町内会連合会のあらまし   2007/11/27 現在 
 

１．設立／昭和５４年６月２６日（前身組織の北海道町内会部落会連絡協議会／昭和４２年結成） 

平成１８年３月１６日 有限責任中間法人北海道町内会連合会を設立し、共済契約の一部を移管。 

平成１８年７月３１日 会員、業務全般を有限責任中間法人に移管し、任意団体を解散する。 

２．目的／道内各市区町村の住民自治組織の連絡協調をはかり、誰もが住みよいまちづくりをすすめる 

３．会員／市区町村の連合町内会及びこれに準ずる組織（単位町内会・自治会） 

４．事業 

①研究大会・調査広報活動（ホームページ http://www.d-choren.or.jp） 

研究大会（全道１回、ブロック４回）。広報発行（年３回）。 

住民自治組織活動調査（連合町内会調査、単位町内会調査など実施） 

②『道町連共済』の運営 

昭和５８年度創設。全国で初めての共済制度。 

町内会活動中の事故･傷病について見舞金を支給。 

年会費１人２００円／死亡・後遺障害見舞金２００万円。入院2,000円・通院1,300円 

③『ひとりの不幸もみのがさない住みよいまちづくり全道運動』の推進 

平成２年度開始。道共募受配事業／１７年間で延べ1,718町内会3,595事業実施 

主唱／北海道町内会連合会、北海道社会福祉協議会、北海道共同募金会 

活動／単位町内会の自主的な福祉活動への助成。１ヶ所３万円・年 

④『災害に強いまちづくり事業』の推進 

平成１７年度開始。防災活動研修会支援助成事業。防災啓発パンフレット作成。 

活動／単位町内会・連合町内会の防災訓練や自主防災組織づくりへの助成。１ヶ所２万円・年 

５．組織の現況 

①会員数 ・会員  １５０組織（127市区町村/29市10区88町村）※平成19年11月27日現在 

※連合組織のある市区町村は札幌市の１０区を含めて１５４市区町村。 

・準会員９４組織（11市区町/2市8区1町） 

②加入市区町村数／１３０市区町村（10区31市89町村）  
③加入率        ／６８．８％（全道１８９市区町村に占める割合）  
④道町連共済加入／116市区町村 約１２万人（平成19年10月末現在）／スタート時2万5千人 

⑤事務局  専任職員２名。北海道社会福祉協議会地域福祉部地域福祉課が事務局協力。 

⑥資産・資金 

  運営資金 ／平成19年度予算額 約4,168万円・平成18年度決算額 約3,700万円 

基金     ／6,001万円           

６．北海道町内会連合会の諸課題 

① 北海道町内会連合会の「公益社団法人」格の取得 

② 行政指導型の見直しと住民自治組織への再編。行政とのパートナーシップによるまちづくりを進める

共同体制を構築する。 
今日の町内会・自治会活動（平成 9年 2月 1,236組織調査） 
１）町内会活動（ベスト１０） 

葬儀／募金／親睦交流／回覧版／街路灯管理／清掃／資源回収／敬老会 

２）町内会長の悩み 

役員が固定／町内会活動への住民意識・参加／会長職の過重な負担 
 

７．北海道社会福祉協議会との関係 

①住民自治組織を地域福祉を推進するパートナーとして位置付け 

②北海道町内会連合会の設立を共同して運動。道社協地域福祉部に事務局設置。 

③戦後ＧＨＱの「隣組廃止令」によって崩壊した町内会を住民自治組織として再組織化することを運動。 

④この運動を市町村社会福祉協議会組織づくりの一環として位置付けた。 
道社協「住民組織整備要項」（昭和３５年） 

 明るくすみよい地域社会を作り、住民の福祉を増進するためには、住民ができるだけ自分の手で住みよいものに

しようとする自主的活動体制の確立が必要。 
 市町村社協は、①市町村および関係者と協力して、町会または部落などの小地域を基盤とした自主的な住民組

織の整備を促進するとともに、②市町村社協が住民組織との連絡を密にし、住民福祉増進上必要な各種の事業を

強力に推進しうるよう、その組織を整備するものとする。 
（事務局）有限責任中間法人北海道町内会連合会  TEL 011-271-3178  Fax 011-251-3971 

〒060-0002 札幌市中央区北２条西７丁目北海道社会福祉総合センター 

資料３ 
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